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研究成果の概要（和文）：共同研究では、まずThe Twenty-Second Asian Studies Conference Japan（国際基督
教大学、2018年7月）のパネルで、谷口紀枝、上田学、小川佐和子、スザンネ・シェアマンが発表者を、木下千
花がディスカッサントを務め、新派映画に関する研究の現状や、同時代の演劇や文学との生成関係、観客の受容
空間などを議論した。さらに計四回の研究会を開催し、上田、谷口、小川、シェアマンの発表にもとづき、児玉
竜一、木下、土田牧子に加え、オブザーバーに斉藤綾子（明治学院大学）、河野真理江（立教大学）他が参加
し、新派映画に関する広汎な議論がおこなわれた。

研究成果の概要（英文）：At the Twenty-Second Asian Studies Conference Japan (International Christian
 University, July 2018), Norie Taniguchi, Manabu Ueda, Sawako Ogawa, and Susanne Schermann presented
 our joint research study on shinpa films during a panel hosted by Chika Kinoshita, discussing the 
current research on shinpa films, the relationship between theater and literature, and the audience 
reception space. Then, we held four study sessions based on presentations by Ueda, Taniguchi, Ogawa,
 and Schermann, in addition to Ryuichi Kodama, Kinoshita, Makiko Tsuchida, and observers Ayako Saito
 (Meiji Gakuin University) and Marie Kono (Rikkyo University), in which the issues surrounding 
shinpa films were widely discussed in the contexts of film studies, theater studies, and comparative
 cultural studies.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果にもとづき、神戸発掘映画祭2019（神戸映画資料館、2019年10月）のプログラム「明治大正期の新
派映画」を共催し、児玉竜一が「新派」の定義と演劇史・映像史的な変形について、上田学が新派映画の東アジ
アにおける連環について、一般向けの解説をおこなった後、早稲田大学演劇博物館所蔵『朝顔日記』『生さぬ
仲』から作成した新プリントほか1作品の新派映画を上映し、成果を社会的に発信した。また、本研究の学術的
な成果については、上田、小川、谷口が学術論文にまとめ、『映画学』（34号、2021年発行予定）の特集として
発表予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）本研究の対象である新派映画というジャンルは、日本映画の「後進性」を示す事例として
のみ、長らく論じられてきた経緯がある。そのような日本映画史の理解は、大正期の新派映画の
フィルムがほとんど現存しておらず、研究の方途がなかったという要因が大きい。しかし、早稲
田大学演劇博物館が所蔵する新派映画のフィルムが、文部科学省共同利用・共同研究拠点早稲田
大学演劇博物館演劇映像学連携研究拠点テーマ研究「演劇博物館所蔵映画フィルムの調査、目録
整備と保存活用」（2009～2014 年度）によりデジタル変換されて一般に公開され、本格的な研
究利用の方途が開けた。 
 
 
（2）新派映画を女形と連鎖劇を「後進性」でくくる旧来の学知の克服こそが、日本映画史に新
たな視点をもたらすことになると考えられる。第一に、新派映画の女形が醜悪な表象だったとい
う誤解は、女性の映画観客を想定していない視点に基づくものである。その再考は、男性中心の
映画史観を補正し、観客のジェンダーを視野に入れた日本映画史の再構築をもたらすことが期
待される。第二に、実演と組み合わされた連鎖劇は、新派映画のプリミティブな表現が生み出し
たものであるという誤解は、現在の演劇上演に映像がもはや不可欠なほど普及している状況を
考え合わせるべきである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、従来の映画研究で捨象されてきた、新派映画というジャンルの研究を通じて、

日本映画史を再構築する視点を生み出すことにある。新派映画とは、大正期の日本映画において、
旧劇映画（後の時代劇映画）と並ぶ二大ジャンルを構成した映画群の総称である。具体的には、
明治大正期を物語の舞台とし、プロットは同時代の新派劇を継承して、男性演じる女形がヒロイ
ンを務めていた。そのため、従来の映画研究においては、二つの点で、外国映画とは異なる、日
本映画の「後進性」を示す事例として取り上げられてきた。第一に、ヒロインが女形という男性
によって演じられている点である。これは、新派映画が醜悪な表象だったという誤解を生み出し
た。第二に、しばしば連鎖劇という、新派劇の実演を組み合わされた興行で上映されていた点で
ある。これは、新派映画が映画単独の物語表現に至っていない、未熟な段階にあったためと理解
されてきた。しかし本研究はむしろ、このような「後進性」こそが、後に日本映画独自のオルタ
ナティブな表現形式を生み出す要因となったことを明らかにすることで、従来の日本映画史の
偏りについて、再検討を試みた。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、新派映画の「後進性」こそが、古典的ハリウッド映画をはじめとする外国映画とは
異質な、日本映画における独自の表現形式を生み出す要因となったことを明らかにするために、
三つの視点を取り上げ、現存するフィルムおよびノンフィルム（非映像資料）の渉猟から実証的
研究をおこなった。 
本研究における三つの視点の第一は、（1）歌舞伎や人形浄瑠璃の「世話物」と新派映画の連続

性である。新派映画は、新派劇のみならず、新劇、新聞小説、流行歌といった日本近代の諸文化
を、映画が取り込むことで発生したジャンルであるが、新派映画の形式的な起源を前近代に求め
るならば、人形浄瑠璃や歌舞伎といった近世芸能における「世話物」にさかのぼることができる。 
第二に、（2）西洋の翻訳・翻案文学を起源とする新派映画という視点である。異なる芸術・文

化間の物語の再生産は、国内にとどまるものではなく、日本近代においては欧米からの影響も多
大であった。外国映画をもとに日本映画が製作されること、外国映画をもとに翻案劇が上演され、
さらに映画化されること、西洋の翻訳・翻案文学をもとに映画や演劇の脚本が書かれること、こ
れらの現象はとりわけ新派映画の同時代に頻出する現象であった。 
 第三に、（3）メロドラマ映画に連なる新派映画の系譜という視点である。新派映画は、古典的
ハリウッド映画の影響下において「現代劇」という装いのもと、メロドラマ映画というジャンル
へと変化していく。興行上、便宜的にあてがわれたメロドラマ映画というジャンルを自明視する
のではなく、つまり西洋的価値観に基づくメロドラマの概念を日本映画に安易に適用するので
はなく、新派映画の系譜をあらためて見直し、戦後映画の「新派的なるもの」の概念を再考する
ことを試みる。 
 
４．研究成果 
 
（1）2018 年度は、まず国際学会の The Twenty-Second Asian Studies Conference Japan（国際
基督教大学、2018 年 7月 1日）で、“The Genealogy of Shinpa Films from the Early Era to 
after the War”と題したパネルを小川佐和子が組織し、谷口紀枝、上田学、小川、スザンネ・
シェアマンが発表者を、木下千花がディスカッサントを、シェアマンがチェアを務め、新派映画



に関する研究の現状や、同時代の演劇や文学との生成関係、観客の受容空間などについて、議論
を深めた。また上田と児玉竜一が、「八千代座に甦るサイレント映画たち」（熊本県山鹿市八千代
座、2018 年 9 月 1 日）のシンポジウム「大正時代の映画と演劇の劇場風景」で、日本の無声映
画に関して、地方における受容や、新国劇との関係についての招待講演をおこなった。さらに、
日活向島の新派映画と同時代の連鎖劇について、上田が文献資料にもとづく調査を進め、研究会
で「新派映画をめぐる問題系 ―田中栄三と連鎖劇を中心に―」と題した研究発表をおこない、
シェアマン、小川、谷口と、新派映画の形式や興行を中心に議論を重ねた（新長田勤労市民セン
ター、2018 年 10 月 26 日）。 
 
（2）2019 年度は、前年度に実施した研究会等での議論と関連資料の調査を踏まえ、まず上田学、
スザンネ・シェアマン、児玉竜一、木下千花、谷口紀枝、小川佐和子、土田牧子による研究会を
開催した（国立映画アーカイブ、2019 年 6月 15 日）。先行研究で十分に論じられてこなかった、
戦前期の 8作品の新派映画を特別映写観覧により調査した後、オブザーバーの斉藤綾子（明治学
院大学）を交え、新派映画の定義と形式、インターメディアリティに関する議論をおこなった。
続いて、神戸発掘映画祭 2019 のプログラム「明治大正期の新派映画」を共催し（神戸映画資料
館、2019 年 10 月 27 日）、児玉が「新派」の定義と演劇史・映像史的な変形について、上田が新
派映画の東アジアにおける連環について解説をおこなった後、調査成果にもとづき早稲田大学
演劇博物館所蔵 『朝顔日記』『生さぬ仲』から作成した新プリントほか 1作品の新派映画を上映
し、研究成果を社会的に発信した。さらに、研究会を開催し（早稲田大学、2020 年 2 月 3 日）、
谷口、小川、シェアマンによる研究発表、および河野真理江（立教大学）による招聘講演と、上
田、土田、斉藤ほかを交えた、新派映画とメロドラマ、比較文化に関する広汎な議論がおこなわ
れた。これらの研究成果については、上田、小川、谷口が学術論文にまとめ、『映画学』（34号、
2021 年発行予定）の特集として、その成果を発表予定である。 
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